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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年10月期第１四半期 884 △0.9 111 △9.3 111 △9.1 57 △19.4

2022年10月期第１四半期 892 △11.3 122 △66.0 122 △66.0 71 △68.5

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年10月期第１四半期 2.83 －

2022年10月期第１四半期 3.41 3.41

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年10月期第１四半期 9,048 8,688 94.7

2022年10月期 9,029 8,602 94.3

（参考）自己資本 2023年10月期第１四半期 8,573百万円 2022年10月期 8,515百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年10月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年10月期 －

2023年10月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,000 1.1
△150

～250
－

△150

～250
－

△55

～225
－

△2.71

～11.09

１．2023年10月期第１四半期の業績（2022年11月１日～2023年１月31日）

（注）2023年10月期第１四半期における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有する潜在株
式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年10月期の業績予想（2022年11月１日～2023年10月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

２．業績予想の修正につきましては、本日（2023年３月10日）公表いたしました「特別利益の計上及び通期業績予

想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

３．第２四半期累計期間の業績予想は行っておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年10月期１Ｑ 22,680,000株 2022年10月期 22,680,000株

②  期末自己株式数 2023年10月期１Ｑ 2,392,821株 2022年10月期 2,392,821株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年10月期１Ｑ 20,287,179株 2022年10月期１Ｑ 20,896,612株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（注）詳細は、添付資料５ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会

計方針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限が徐々に緩和され、景

気に持ち直しの動きが見られるものの、東欧情勢などの地政学的リスク、金融資本市場の変動などが国内経済に与

える影響については、先行き不透明な状況が続いています。このような経済状況の中、当社では教育業界を主要業

界としてメディアサービスを通じて企業価値の向上に取り組んでまいりました。

　当社が事業展開する主要マーケットの１つである教育業界では、個人向けを対象としたeラーニングや映像配信

講座と個別指導を組み合わせた学習サービス、また難関校の進学に特化したサービスを提供する個別指導塾の増

加、企業のグローバル化に合わせた語学学習ニーズの増加、新型コロナウイルス感染症の影響によりオンラインに

よる集客の重要性のさらなる高まりやチラシやイベントにおける広告予算のWEBへの移行の加速等を背景に、効果

的且つ効率的なマーケティング手法へのニーズの高まりに合わせ、インターネット広告への出稿比率が増加してお

ります。

　一方で新型コロナウイルス感染症の影響に加え、学習塾ポータルサイト領域における競合他社がユーザー獲得の

ために広告出稿を強化したことにより、学習塾業界におけるリスティング広告の入札競争が激化し、依然として広

告単価が高騰しております。こうした中で、当社は「塾ナビ」の圧倒的シェアを維持するために、戦略的に必要で

あると判断した期間においては今後も広告出稿の強化を継続し、より安定した成長を目指してまいります。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は884,317千円（前年同期比0.9％減）、営業利益は111,000千円

（前年同期比9.3％減）、経常利益は111,011千円（前年同期比9.1％減）、四半期純利益は57,436千円（前年同期

比19.4％減）となりました。

　なお、当社はインターネット・メディア事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を

行っておりません。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期会計期間末における総資産は9,048,339千円となり、前事業年度末に比べ18,422千円増加いたしま

した。主な内訳は、売掛金が90,603千円増加、現金及び預金が45,640千円増加した一方、流動資産のその他に含ま

れる未収入金が57,263千円減少、投資その他の資産に含まれる繰延税金資産が52,294千円減少したことによるもの

であります。

　負債は359,837千円となり、前事業年度末に比べ67,683千円減少いたしました。主な内訳は、流動負債のその他

に含まれる未払金が79,479千円減少したことによるものであります。

　純資産は8,688,501千円となり、前事業年度末に比べ86,106千円増加いたしました。これは主に利益剰余金が

57,436千円増加、株式報酬費用の計上により新株予約権が28,669千円増加したことによるものであります。なお、

自己資本比率は94.7％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年10月期の業績予想につきましては、2022年12月９日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳

細につきましては、本日（2023年３月10日）公表いたしました「特別利益の計上及び通期業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前事業年度
(2022年10月31日)

当第１四半期会計期間
(2023年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,648,672 7,694,312

売掛金 331,108 421,712

その他 461,717 403,030

貸倒引当金 △928 △1,077

流動資産合計 8,440,569 8,517,977

固定資産

有形固定資産 187,258 181,775

無形固定資産

のれん 124,899 113,878

その他 33,780 45,351

無形固定資産合計 158,680 159,230

投資その他の資産 243,408 189,355

固定資産合計 589,346 530,361

資産合計 9,029,916 9,048,339

負債の部

流動負債

買掛金 185,117 160,461

未払法人税等 2,560 1,279

その他 189,981 148,934

流動負債合計 377,658 310,675

固定負債

資産除去債務 35,217 35,228

その他 14,644 13,932

固定負債合計 49,862 49,161

負債合計 427,521 359,837

純資産の部

株主資本

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 2,633,859 2,633,859

利益剰余金 6,184,374 6,241,811

自己株式 △332,423 △332,423

株主資本合計 8,515,810 8,573,247

新株予約権 86,584 115,253

純資産合計 8,602,395 8,688,501

負債純資産合計 9,029,916 9,048,339

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第１四半期累計期間
(自　2021年11月１日
　至　2022年１月31日)

 当第１四半期累計期間
(自　2022年11月１日
　至　2023年１月31日)

売上高 892,361 884,317

売上原価 99,552 112,761

売上総利益 792,809 771,555

販売費及び一般管理費 670,469 660,555

営業利益 122,340 111,000

営業外収益

受取利息 87 88

受取手数料 23 15

その他 - 2

営業外収益合計 110 106

営業外費用

支払利息 28 28

支払手数料 240 -

為替差損 115 65

営業外費用合計 384 94

経常利益 122,066 111,011

税引前四半期純利益 122,066 111,011

法人税、住民税及び事業税 1,280 1,280

法人税等調整額 49,537 52,294

法人税等合計 50,817 53,574

四半期純利益 71,249 57,436

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　令和３年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることとしています。なお、時価算定会計基準適用指針の適用による四半期財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社は、インターネット・メディア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

- 5 -

株式会社イトクロ（6049）　2023年10月期第１四半期決算短信


